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１．課題解消に向けて・・・

公共スポーツ施設の多くは老朽化しており、安全性を確保するため、中長期的な視点に立った施設整備が求められてきます。また、スポーツ施設に求め
られる要望が多種多様になるなか、限られた財源の中で多様なニーズに対応するため、幅広く施設整備を行うのか、メインとなるものに集中投資するのか
等の施設整備の方針や計画の策定、民間資金の活用検討等を計画的に進めることが必要です。

「質」的充実に向けて

これまで、本市では、施設分類別に、短期・中期・長期に区分した時間軸を設定し、施設毎の検討の優先順位付けを示した、再配
置方針を定める伊丹市公共施設再配置基本計画を策定し、施設整備を推進してきました。

＜施設分類別の再配置方針（伊丹市公共施設再配置基本計画一部抜粋P.74・75）＞

短期・中期・⻑期の
時間軸を設定

施設毎の
検討の優先順位付け
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一方で、伊丹市公共施設再配置基本計画においては、屋外運動施設等に関する整備費用が含まれていないこと等から、各施設の種類・機能ごとに安全性
や機能性等の情報を把握し、計画的な施設整備を進めていく必要があります。

こうした課題解消に向け、伊丹市公共施設再配置基本計画の方針を踏まえつつ、国が示す「スポーツ施設のストック適正化ガイド
ライン」を参考に、各施設の現況や環境を評価したうえで、個別施設の方向性及び整備手法を検討し基本方針を定め、個別施設の計
画を進めていく必要があります。

＜施設分類別の再配置方針（伊丹市公共施設再配置基本計画一部抜粋P.120・121）＞ ＜伊丹市立体育施設条例に位置付けるスポーツ施設＞

※伊丹スポーツセンターは公益財団法人所有時の情報



スポーツ施設について、老朽化や利用状況等を把握・分析し、今後の施設の在り方や整備等の有効性や必要性、優先順位等について考え方を整理するた
め、ガイドラインに示されている「スポーツ施設のストック適正化計画の策定フロー」に基づき検討を進めていきます。
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２．スポーツ施設のストック適正化ガイドラインについて

スポーツ施設のストック適正化ガイドライン

＜スポーツ施設のストック適正化計画の策定フロー＞

出典：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成31年4月一部改訂）スポーツ庁P16」

令和５年度～

出典：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成31年4月一部改訂）スポーツ庁P19」



4

出典：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成31年4月一部改訂）スポーツ庁P16」

出典：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成31年4月一部改訂）スポーツ庁P32」

出典：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成31年4月一部改訂）スポーツ庁P22」

令和６年度においては、スポーツ施設の基礎情報を基に、安全性や機能性等の施設の現況評価を行い、利用ニーズや防災情報等を加味した施設の環境評
価を行っていきます。
また、現況・環境評価をもとに、個別施設の適用方針を早急に検討すべき必要があるものについては、当該評価結果を基に施設の適用方針を議論してい

きます。

令和６年度～



令和７年度以降は、個別施設の基本方針（機能保持・総量コントロール・施設不足解消）に沿って、各施設の適用手法等を定め、大規模改修や、管理運
営の効率化や集約化、複合化等を進めていきます。
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出典：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成31年4月一部改訂）スポーツ庁P16」

令和７年度～
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３．スポーツ施設のストック適正化ガイドラインに基づく評価基準について

スポーツ施設の評価基準について

スポーツ庁の「スポーツ施設のストック最適化ガイドライン」に基づき、個々のスポーツ施設について、安心・安全・快適な利用に必要となる施設の性
能を把握するため、基礎情報を収集・整理し、その情報に基づき、安全性・機能性・経済性による評価をし、個別施設の方向性及び整備手法を検討してい
きます。

スポーツ施設の現況評価【1次評価】

１次評価においては、安全性・機能性・経済性の評価を行ったうえで、施設の方向性及び整備手法を評価していきます。
施設の方向性については、「維持」「改善」「改廃」に、整備手法については、「長寿命化」「耐震改修」「機能改修」「再整

備」「廃止」に分類します。

【施設の現状情報の収集・整理】

➢ 施設の現状を明らかにするために、「安全性・機能性」「経済
性」「耐震性」の分析に資する基礎情報の収集・整理を実施。
①安全性・機能性
経過年数、躯体の劣化状況、法令適合性、安全対策 等

②経済性
更新・修繕費、維持管理費、施設使用料収入 等

③耐震性
適応する耐震基準、耐震診断、耐震改修 等

➢ 施設の現状情報に基づく個別施設の方向性に関する検討
・施設の現状を評価し、その評価結果をもとに個々のスポー
ツ施設の「方向性」及び「整備手法」を検討。
・個別施設について、スポーツ施設の安心・安全な利用のた
めに必要となる最小限の基礎情報に基づき、方向性等を簡易
的に検討。

➢ また、経過年数、躯体の劣化状況等を踏まえ、個別計画検討の
優先順位付けも併せて行います。

出典：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成31年4月一部改訂）スポーツ庁P26」

＜個別施設の方向性の検討（１次評価）のフロー＞



7

1次評価で分類された結果により、スポーツ施設の環境に関する情報を収集・整理しスポーツ施設の環境を評価し、その結果を基に施設ごとの基本方針を
決定します。

スポーツ施設の環境評価【2次評価】

２次評価については、１次評価結果を踏まえ、政策優先度の評価を行い、「機能保持」又は「総量コントロール」に基本方針を分
類し、短期的・中期的・長期的に取り組むものに区分します。その後、基本方針に基づき適用手法を検討し、個別施設計画を策定し
ていきます。

【施設の基本方針の検討】

➢ 施設の方向性（１次評価）に、施設の環境に関する
情報や政策優先度を加えて、個別施設ごとに基本方
針（２次評価）を検討します。

➢ 政策優先度については、
「利用状況（利用人数、稼働率）」
「ニーズ（利用者・利用団体等のニーズ・
満足度等）」

「競技種別（特殊性・希少性）」
「整備目的」
「防災（地域防災計画上の位置づけ）」
など様々な観点から施設ごとに検討します。

➢ また、基本方針の検討にあたっては、伊丹市公共施
設再配置基本計画の再配置方針の考え方も踏まえて
検討します。

出典：「スポーツ施設のストック適正化ガイドライン（平成31年4月一部改訂）スポーツ庁P39」

＜スポーツ施設の基本方針の検討（２次評価）のフロー＞


